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　中小企業等の知的財産の創造・保護・活用の促進を目的に、無料相談、講習会、セミナーなどを中心に、中小企業等の支援を
行っている京都発明協会の行事をご案内します。

知財専門家（弁理士と弁護士）による知財相談会（無料）
― 中堅・中小企業、個人事業主、創業予定の個人の方優先 ―

　「京都府知財総合支援窓口」では、中小企業・ベンチャー企業などを経
営する方々や個人事業主を対象に、特許や商標、企業秘密、大手企業と
の契約など知的財産に関するさまざまな悩み・課題について幅広く相談
を受け付け、窓口に常駐する窓口支援担当者のほか、弁理士等の専門家
や関係する支援機関と連携してワンストップサービスを無料で行ってい
ます。

◉日　　　程　毎週月曜日～金曜日（休日、祝日を除く）
◉相談時間帯　9:00～12:00 ＆ 13:00～17:00

◉日　　　程　毎週金曜日（休日、祝日を除く）
◉相談時間帯　9:30～12:00 ＆ 13:00～16:30

「産業財産権相談会」
　産業財産権に関する相談をご希望であれば、どなたでも相談可能です。

弁理士による相談
　知財の専門家である弁理士が、特許・商標等の出願から権利取得に至るまでの手続、類似技術や類似名称の調査、ライセンス契約、海外展開における注意
点等の知的財産全般について無料でご相談に応じます。

◉日　　　程

弁護士による相談
　知財を専門分野とする弁護士が、自社製品の模倣品が出回った際の対策、知的財産に関する契約への助言、侵害警告を受けた場合の対応、知的財産を巡
る訴訟、権利活用上の留意点等の知的財産に関する問題について無料でご相談に応じます。

◉日　　　程　１１月２１日 拾井　美香 氏　　１２月１９日 草地　邦晴 氏
◉相談時間帯　13:00～16:30（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

◉相談時間帯　13:00～16:00（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

場 所／京都発明協会 相談室

弁理士による“府内巡回”知財相談会（無料）
― 産業財産権に関する相談をご希望であれば、どなたでも相談可能です ―

◉日　　　程 １１月  ８日　舞鶴商工会議所（舞鶴市浜町66） 齊藤　真大 氏
　　　　　　 １１月２９日　和束町商工会（相楽郡和束町釜塚京町19） 川原　和也 氏 
　　　　　　 １２月１３日　福知山商工会議所（福知山市字中ノ27） 仙波  　司 氏
◉相談時間帯　13：30～16：30（相談時間は原則1時間以内とさせて頂きます。）

※いずれも事前予約制です。前日（閉館日を除く）の15：00までにご連絡ください。　弁理士が府内の商工会議所・商工会等で無料の相談会を開催します。
　お近くの方は是非ご利用下さい。

※いずれも事前予約制です。前日（閉館日を除く）の16:00までにご連絡ください。

知財相談員による知財相談会（無料）
場所／京都発明協会 相談室

※いずれも事前予約制です。

「京都府知財総合支援窓口」における支援

申込み、お問い合わせ先

一般社団法人 京都発明協会 TEL：075-326-0066（窓口直通）/075-315-8686　FAX：075-321-8374 〔http://kyoto-hatsumei.com/〕
〒600-8813 京都市下京区中堂寺南町134　京都リサーチパーク内　京都府産業支援センター2階

１１月  １日 奥村　一正 氏
１１月  ６日 河原　哲郎 氏
１１月  ８日 清水　尚人 氏
１１月１３日 三宅　紘子 氏
１１月１４日 西村　竜平 氏

１１月２０日 大坪　隆司 氏
１１月２２日 久留　　徹 氏
１１月２７日 越場　　洋 氏
１１月２８日 北東　慎吾 氏
１１月２９日 仙波　　司 氏

１２月  ４日 河原　哲郎 氏
１２月  ６日 奥村　公敏 氏
１２月１１日 三宅　紘子 氏
１２月１２日 西村　竜平 氏
１２月１３日 宮澤　岳志 氏

１２月１８日 大坪　隆司 氏
１２月２０日 齊藤　真大 氏
１２月２５日 越場　　洋 氏
１２月２６日 北東　慎吾 氏

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  E-mail：kikaku@kptc.jp

京都発明協会からのお知らせ（11～12月）
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１ 事業について
研究要件
　新技術開発、新製品開発、又はその他の技術的な課題を解決
するための研究であり、その成果が産業振興に役立つもの。

研究期間
　結果報告書の提出を含めて、原則年度内（３月まで）に完結
する。

料　　金
　研究遂行に必要な経費（材料費、機器使用料等）を受託料と
してお支払いいただきます。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL:075-315-8635  E-mail:kikaku@kptc.jp

「検索入門及びパテントマップ実践講習会」
～大幅にパワーアップしたJ-PlatPatの検索機能を体験・習得してみませんか！
◆第１回  11月12日 『特許・意匠検索入門』
◆第２回  12月17日 『パテントマップ実践講習（初級編）』
◆第３回    1月21日 『パテントマップ実践講習（中級編）』
　※いずれも13：30～16：30
◆講  師  株式会社イーパテント 代表取締役社長

知財情報コンサルタント　野崎 篤志 氏

「第2回 INPIT京都府知財総合支援窓口セミナー」
～中小企業・ベンチャー企業・起業人を如何に支援していくか～
中小企業やベンチャー企業を支援する公的機関、民間機関に所属するコー
ディネータやコンサルタントの方々や産学公連携機関担当の方々を対象にし
たセミナーを開催します。
◆日  時  11月15日13:00～15:45（交流会 15：45～16：45）
◆会  場  京都リサーチパーク東地区 1号館4階 G会議室
◆講  師  神戸大学大学院 科学技術イノベーション研究科 

教授　坂井 貴行 氏
京都総合法律事務所 弁護士 拾井 美香 氏

イベント情報！！

※詳細及び参加申込みは、京都発明協会のHPをご覧ください。

　技術センターでは、企業の研究開発を支援するため、企業の皆様が自社で実施することが困難な試験・分析等を受託研究とし
て引き受けています。この取組は、平成21年度の事業開始以来、多様な分野でご利用いただいています。新技術の研究や新商品
開発などにぜひご活用ください。

受託研究事業のご案内技術
センターから

参加費無料

参加費無料

柿酢搾り粕の機能性成分の分析及び機能性評価
委託者：社会福祉法人宇治田原むく福祉会

受託研究の内容
　委託者は、地元で採れた「鶴の子柿」を使用した果実酢を作
り、水や添加物を使わない風味豊かな柿酢として販売されてい
ます。製造過程で排出される搾り粕を有効活用したいという相
談を受ける中で、機能性成分の分析
等を当センターが受託しました。
　分析の結果、表のとおり、搾り粕に
はβ-クリプトキサンチンやβ-カロテ
ンなどが含まれることが確認されま
した。また、機能性評価も実施し、加
熱乾燥と凍結乾燥において抗酸化
能に大きな差異がないことも分かり
ました。 

成果の活用
　分析結果を元に、搾り粕粉末の販売やそれを使った焼き菓
子等の商品化について検討を進められています。

自社製アセトンパウダーのα-グルコシダーゼ※1活性評価
委託者：佐々木化学薬品株式会社

受託研究の内容
　新たに開発されたラット小腸アセトンパウダー※2と一般に流
通している海外製品との機能性比較を行うため、当センターに
おいて評価を行いました。
アセトンパウダーに
含まれるα-グルコシ
ダーゼ活性評価を
行い、海外製品に比
べ、酵素の活性能が
高いという結果（図）
となり、そのデータ
を提供しました。 　
　　
成果の活用
　当センターの測
定結果をHPに掲載
されるなど、自社商
品の優位性をPRし、
販売を
展開さ
れてい
ます。

※1:α-グルコシダーゼは二糖類を単糖類に分解する酵素であり、その機能
から糖尿病の研究に活用されています。
※2:アセトンパウダーとは、動物の臓器や植物の組織をアセトン浸漬後にミ
キサー等で粉末化したものです。

柿酢
図　α-グルコシダーゼ活性評価

事例 1 事例 2

表　機能性成分分析結果

鶴の子柿
柿酢
柿酢搾り粕粉末

1,470
532
1,840

13.6
20.6
11.2

N.D.
̶
4.92

0.20
̶
4.44

1,100
50
220

ORAC値
(μmolTE/
100g)

ポリフェ
ノール
(mg/100g)

β-クリプト
キサンチン
(mg/100g)

β-カロテン
(mg/100g)

GABA
(mg/100g
or

100ml)

アセトンパウダー

α-グルコシダーゼ活性（U/g・粉末）

■ 佐々木
　 化学薬品㈱製

■ 海外製

２ 事業の流れ
研究の内容、期間、経費等について技術職員と打合せ

申込書の提出

契約書又は受諾書により、契約の締結

委託料の納付

研究の実施

研究結果の報告


